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政策の一部が、20 世紀初頭の革新主義や 1930 年代のニュー・ディール政策の中に引き継がれ実現したということか
らも、この農民運動が南部史のみならずアメリカ史全体においても重大な意味を持つものであったことは間違いなく、
南部作家フォークナーの作品との関連性は考察に値するものであると思われる。 













 以上の点を踏まえながら、残りの章ではいわゆるプア・ホワイト（poor whites 貧乏白人）を扱ったフォークナー
の作品の中にこうしたポピュリズムの思想がどのように表れているのかを検証している。第２章では、フォークナー


























 最終章では、この作家のポピュリズム的展望が、物語の構想から 20 年以上たった 1950 年代においても、決して途





関して漸進主義を展開していたフォークナーだが、最終作の The Mansion では、立場は異なるものの共に弱者の境
遇にある二人の人物の連携を認めるような関係を描き、そこに新たな人間関係の可能性を示唆している。両作品とも、
30 年代から続く「大衆」に対する作家の恐怖感が根強く表れていることに変わりはないが、黒人たちによる草の根の









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 







た Farmers’ Alliance の活動を中心に分析し、この影響を後のフォークナーの作品群に読み込んでいるのが第１章で
ある。 
 第２章は、大恐慌時代を背景に、ある貧しい白人の家族が亡くなった母親の死体を村から町まで運んでいく家族の
物語である As I lay dying（『死の床に横たわりて』）を中心に、近代資本主義の南部への浸透とともに、近隣との
関連を含めた家族と社会の共同体が崩壊していくさまを詳述しているが、道路網の整備がプア・ホワイトの階級にと
っては諸刃の剣であったという部分は興味深い指摘である。 
 第４章では、いわゆる「スノープス三部作」の第１作である The Hamlet『村』（1940 年）が取り扱われ、大恐慌
時におけるニューディール政策のもつ集団主義的な傾向や、ナチの悪しき大衆扇動としてのポピュリズムにフォーク
ナー自身が反対していたことはあるが、一方で、南部の民衆のもっていた共同体としてのビジョンとしてのポピュリ
ズムをも指摘することが可能であると説いている。第５章では、The Town『町』（1957 年）と The Mansion『館』
（1959 年）が取り扱われるが、ノーベル賞受賞後のフォークナーが、南部のプア・ホワイトの代弁をある意におい
てしなければならなくなった状況があったり、また黒人の市民権運動からの影響を受けながら、彼の民衆観が微妙に
変化していくさまを分析している。 
 総じて、従来は個人主義的であり、あまり集団的な運動には否定的だったといわれるフォークナーのプア・ホワイ
トの作品群を、分厚いフォークナー学の先行研究をよく調べ上げながら、そのうえで果敢に新しい共同体と民衆への
関心が一貫して存在したこと論証した点が評価された。ときおり議論にあいまいな点が窺えるものの、本論文の従来
の議論とは違った、新しい意欲的な視点を損なうものではない。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値があるものと認められる。 
